
令和８年度(2026年度)区の魅力と活力向上推進事業補助金の補助事業が決まりました。 

 
令和 8 年度(2026 年度)の補助事業は、次の 11 事業(新規 5 事業、継続２年目 4 事業、継続 3 年目 2 事業)です。 

 

区が設定した「まちづくりのテーマ」 

⑴  地域愛を育み、みんなで魅力を生み出すまちづくり 

⑵  みんなで支え合い、安全・安心・健康に暮らせるまちづくり 

⑶  自然と共に豊かに暮らし、交流するまちづくり 

⑷  地域と大学がつながり、活力あふれるまちづくり 

 

 

区

分 

事業名 

【団体名】 

まちづくりの 

テーマ 
事業内容 

補助金額 

（円） 

新

規 

 

「安の花田植」の
紙芝居活動（やす
ヒストリーCAFÉ
紙芝居プロジェ

クト） 
 
【やすヒストリ
ーCAFÉ 紙芝居プ
ロジェクト】 

(1)地域愛を育

み、みんなで魅力

を生み出すまち

づくり 

平成 18 年 6 月に 47 年ぶりに「再現 安の花田植」が

実演されたが、平成 30 年 6 月の第 13 回をもって終了

しており、地域の伝統芸能が再び失われるおそれが生

じている。そこで、「安の花田植」の歴史やエピソー

ド等を分かりやすく伝える紙芝居を制作し、地域の子

どもや若い世代、さらには地域内外の人々に向けて発

信することで、この伝統芸能を後世へ継承することを

目的とする。 

紙芝居を制作し、安佐南区民まつりや区内公民館まつ

り等の芸能発表に出演することで、世代を越えた地域

住民の交流が促進され、地域の親睦が深まるととも

に、地域の活性化につながることが期待できる。また、

郷土の歴史や魅力に触れる機会を提供することで、地

域住民の地域への愛着や誇りを一層醸成する効果も

見込まれる。 

143,000 

30年記念誌発行、

養成講座の開催 

 

【沼田日本語教

室】 

(2)みんなで支え

合い、安全・安

心・健康に暮らせ

るまちづくり 

日本人と結婚した外国籍配偶者が増加しており、生活

環境の変化や言語面での課題を抱えるケースが見受

けられることから、日本語教室の開催を通じて学習の

場及び交流の場を提供するとともに、記念誌の発行等

により事業の周知を図ることを目的としている。ま

た、日本語支援者の育成を目的とした養成講座を開催

し、日本語教師や地域ボランティアの育成にもつなげ

ていく。 

①近隣に住む外国人の存在を地域に広く認知しても

らうとともに、地域住民との交流を促進するため、日

本語教室を毎週末に開催する。 

②日本語教室の開設３０周年の記念誌を発行する。２

５周年時に寄稿いただいた方々へ寄稿を依頼してお

り、記念誌完成後、地域の方や近隣の公民館等に掲示

してもらい活動の周知を図る。 

③マツダ財団補助金の採択が決定した場合、年度末に

日本語支援者の養成講座を開催する。 

 

120,000 



地域振興・地域移

住促進 地域愛

を育むための誇

りの再認識「シビ

ックプライド」事

業 

 

【市民活動で映

画製作をする会】 

(1)地域愛を育

み、みんなで魅力

を生み出すまち

づくり 

戸山地区で行われている行事・伝統を舞台とした映画

制作を通じて、地域の魅力を全国に発信するととも

に、地域の住民・青少年を対象とした実践的な文化芸

術活動の場を創出し、次世代人材の育成と地域への誇

り（シビックプライド）の醸成を目的とする。 

町おこしイベントとして映画制作を進めるにあたり、

地域住民をはじめとする多様な主体が参加しやすい

交流の場を設ける。この場を通じて、映画制作の趣旨

や内容を住民に周知するとともに、制作過程に対する

理解と協力を得ることを目的とする。 

映画制作においては、戸山地区の伝統である神楽や米

つくりを中心に撮影を行い、地域固有の文化や風土を

映像作品として記録・発信する。完成した映像は、SNS

や動画配信サービス等を活用して広く公開すること

で、戸山地区の魅力をより多くの人へ届け、地域への

関心を高めることが期待される。さらに、映像を通じ

て安佐南区の認知度向上を図るとともに、地域外の

人々との関わりを生む「関係人口」の創出につなげ、

持続的な地域活性化の基盤づくりを進める。 

1,000,000 

びしゃもん台「魅
力あふれる支え
あいのまちプロ
ジェクト」（通

称：ドラゴンプロ
ジェクト） 

 
【毘沙門台学区
社会福祉協議会】 

(1)地域愛を育

み、みんなで魅力

を生み出すまち

づくり 

令和 7 年度の LMO 毘沙門台プランの重点施策と、第

2 次福祉のまちづくりプランの継続施策を実現する

ため、各種の取組を進めていくこととしている。とり

わけ「秋祭りだよ！全員集合！！」や「とんど祭り」

といった地域イベントは、住民の誇りや愛着を育む重

要な機会であることから、多様な意見を取り入れつ

つ、既存イベントの見直しを行い、新たな魅力を備え

たイベントへと発展・拡充させ、地域の賑わいと魅力

づくりを進めることを目的としている。 

その一環として、新たな魅力創出に向け、既存イベン

トの統合・再構成を行い、「秋祭りだよ！全員集

合！！」と「毘沙門フェス」を統合した「オータムフ

ェス」や、「ハロウィン」と「毘沙門フェス」を組み

合わせた「ファミリーフェス」などを実施する予定で

ある。 

1,000,000 

春日野麻雀クラ

ブ 全自動麻雀

卓導入による地

域交流・健康づく

り推進事業 

 

【春日野学区社

会福祉協議会】 

(2)みんなで支え

合い、安全・安

心・健康に暮らせ

るまちづくり 

春日野集会所において、春日野学区社会福祉協議会が

主体となり毎月開催している「春日野麻雀クラブ」の

活動に必要な全自動麻雀卓を 1 台導入し、地域交流と

健康づくりの場を継続・充実させる取組である。当該

団地では、高齢化が徐々に進行し、住民同士の接点が

減少している中で、本活動は地域住民が継続的に顔を

合わせることができる場となっている。現状、参加者

に対して卓数が不足しており、牌を積む作業が身体的

負担となっている者もいることから、全自動麻雀卓を

導入することで、身体的負担を軽減し、誰もが無理な

く参加できる環境を整え、高齢者の外出機会の確保、

介護予防、世代間交流の促進、地域内の見守り、孤立

防止などにつなげる。 

176,000 



継

続

２

年

目 

祇園・良い音・ 

音楽祭 

 

【祇園・良い音・

音楽祭 準備委

員会】 

(1)地域愛を育

み、みんなで魅力

を生み出すまち

づくり 

「祇園地区の地域活性及び吹奏楽の発展、音楽を通し

て子ども達に希望の持てる未来を共に創造する」を理

念とし、地域社会の豊かな文化を創造し、新しいコミ

ュニティを作ることを目的とする。 

地域の方々に、地元の小学生のダンスや中学生・高校

生・一般の吹奏楽の演奏に身近に触れてもらえる場を

提供する。 

安佐南区祇園町の農作物である「祇園パセリ」のアン

テナショップを出展し、地元住民に地元野菜の素晴ら

しさも伝える。 

700,000 

第 2 回やまもとふ

れあい祭り 

 

【山本学区社会

福祉協議会】 

(2)みんなで支え

合い、安全・安

心・健康に暮らせ

るまちづくり 

「ふれあい祭り」を開催することで住民の親睦をさら

に深めて、安心・安全・健康に暮らせるまちづくりを

目指すことを目的とする。 

地元小学校を会場として、体育館で地元の幼稚園小学

校、中学校及び、各種団体、個人によるアトラクショ

ンを行う。教室では、各地域団体の活動内容をパネル

展示し、それぞれの活動を PR する。グランドでは、

飲食やゲームなどの出店を行う。 

また、昨年同様、敬老会行事を同日に行い、それに引

き続いて「ふれあい祭り」を開催することで、小さな

こどもから高齢者、若い世代の間に新しいコミュニケ

ーションの創出と地域文化の伝承に繋げる。 

373,000 

「モルック DE
まちづくり」 
～フィンランドの
スポーツ「モルッ
ク」で顔の見える関
係づくり～ 

 

【日本サポート

アットホーム株

式会社】 

(2)みんなで支え

合い、安全・安

心・健康に暮らせ

るまちづくり 

フィンランドのスポーツ「モルック」で明るいまちづ

くりを目指す取組で、「誰もが」「手軽に」「安全に」

交流できる特徴を生かして、①地域住民の健康増進、

②年齢や体の状態を超えた住民間交流、③地域ネット

ワークのつながり強化を行い、地域のつながりで安心

して健康に暮らせるまちづくりを目指すものである。 

地域団体と連携し、以下の取組を実施。 

・月１回程度の定期的な体験会、講習会、競技会開催 

・高齢者施設や町内会行事への指導員の派遣 

・競技参加希望者に対しての指導及び情報提供 

・小学生対象のスポーツを通じた教育 

・大学生の参画を促す活動、学生を地域ボランティア

に繋げる活動 

450,000 

あさみなみで考

える平和 総括 

 

【あさみなみ 

平和を考える会】 

(1)地域愛を育

み、みんなで魅力

を生み出すまち

づくり 

区内には被爆の実相を伝える多くの痕跡/慰霊碑があ

り、また平和を願う様々な活動もある。これらの活動

を記録に留め区民に周知することが、「平和への小さ

な種まき」の一つになり、こうした活動を通じ、区民

の郷土愛を育み、平和な文化的・歴史的潤いのあるま

ちづくりの一助とすることを目的とする。 

①区内の被爆の痕跡・慰霊碑等を整理した、仮:「あ

さみなみ 平和を考える」という冊子の発行。 

②更に、仮:「あさみなみ 平和を考える」というテ

ーマで、講演会と散策会を開催。 

③パネルで、仮:「あさみなみ 平和を考える」を作

成し、区内各施設で巡回パネル展を開催。（翌年度） 

180,000 



継

続 

3 

年

目 

第 4 回 伴学区 

ふるさと祭り 

 

【伴学区町内会

連合会】 

(1)地域愛を育

み、みんなで魅力

を生み出すまち

づくり 

コロナ感染防止対策で多くの人が集まることがなく、

地域住民が疎遠となっていたため、町内会の集まりで

ある連合会が主体となって祭りを催し、高齢者から子

どもまで多くの住民に参加していただく場を提供す

る。書道パフォーマンスやアクロバット体操、神楽等

のステージや、地域住民による出店、豪華景品が当た

る大抽選会や餅まきなどで皆様に楽しんでいただく。

また、高齢者いきいきポイントの対象事業とする。 

350,000 

Green Slow Fes 

 

【Glamorous 戸山】 

(1)地域愛を育

み、みんなで魅力

を生み出すまち

づくり 

 

(2)みんなで支え

合い、安全・安

心・健康に暮らせ

るまちづくり 

 

(3)自然と共に豊

かに暮らし、交流

するまちづくり 

戸山内外への地域の魅力発信及び定住促進につなげ

ることを目的とする。安佐南区内で唯一の中山間地域

である戸山地区の特性を活かし、森の中でゆったりと

過ごしながら楽しめる一日を提供する。主に戸山地区

にゆかりのある出展者によるマルシェ、ワークショッ

プ、展示、癒やしのブースなどを設け、地区内外の幅

広い世代の人が戸山の魅力を感じられるようにする。 

350,000 

 


